
お
知
ら
せ
伝
言
板　

  

●
別
海
町
役
場
☎
75
─２
１
１
１
●
西
春
別
支
所
☎
77
─２
１
３
１
●
尾
岱
沼
支
所
☎（
０
１
５
３
）86
─２
１
６
６
●
上
風
連
連
絡
事
務
所
☎
75
─７
３
２
６
●
上
春
別
連
絡
事
務
所
☎
75
─６
０
１
１
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�

講
師　
こ
こ
ろ
の
リ
カ
バ
リ
ー

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

　
作
業
療
法
士��

野
上　
麻
美�

氏

　
講�

演
②

　

�「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｒ
ｅ
～
ら
ぶ
の

取
り
組
み
～
当
事
者
・
家
族
・

支
援
者
の
立
場
か
ら
～
」

　
講
師�　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｒ
ｅ
～
ら
ぶ

　

�

管
理
者
・
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー�

菅
野�

敦�

氏

　
当
事
者

■�

定
員

　
１
０
０
名

　
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

■
申
込
み
・
問
合
せ

　

�

一
般
社
団
法
人　
ソ
ー
シ
ャ
ル

カ
フ
ェ

　
ＴＥＬ
０
１
５
４
─
22
─
２
８
０
０

自
賠
責
保
険・自
賠
責
共
済

な
し
で
の
運
行
は
法
令
違
反

　

自
賠
責
保
険
・
自
賠
責
共
済

は
、
万
一
の
自
動
車
事
故
の
際
の

基
本
的
な
対
人
賠
償
を
目
的
と
し

て
、
自
動
車
損
害
賠
償
法
に
基
づ

き
、
原
動
機
付
自
転
車
を
含
む
全

て
の
自
動
車
に
加
入
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
自
賠
責
保
険
・

自
賠
責
共
済
な
し
で
運
行
す
る
こ

と
は
法
令
違
反
で
す
の
で
、
有
効

期
限
切
れ
に
は
十
分
に
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

■�

問
合
せ

　

�

国
土
交
通
省
北
海
道
運
輸
局
釧

路
運
輸
支
局

　
ＴＥＬ
０
１
５
４
―
51
―
２
５
１
４

特
設
人
権
な
ん
で
も
相
談
所

　
根
室
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
で

は
、
人
権
な
ん
で
も
相
談
所
を
開

設
し
ま
す
。

　
学
校
で
の
い
じ
め
や
体
罰
、
配

偶
者
か
ら
の
暴
力
と
い
っ
た
人
権

問
題
か
ら
、
家
庭
内
の
困
り
事
や

隣
近
所
と
の
も
め
事
な
ど
、
ど
ん

な
こ
と
で
も
お
受
け
し
ま
す
。

　
相
談
内
容
の
秘
密
は
堅
く
守
ら

れ
、
相
談
は
無
料
で
予
約
も
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。

　
ど
の
町
の
方
で
も
相
談
で
き
ま

す
の
で
、
一
人
で
悩
ま
ず
、
ま
ず

は
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時

　
12
月
５
日
㈬

　
午
後
１
時
か
ら
午
後
４
時

自
衛
官
募
集

　
自
衛
隊
で
は
、
左
記
の
と
お
り

自
衛
官
と
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科

学
校
受
験
生
を
募
集
し
ま
す
。

※�

募
集
種
目
に
よ
り
受
験
資
格
等

が
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
左

記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

■
問
合
せ

　
自
衛
隊
帯
広
地
方
協
力
本
部

　
中
標
津
地
域
事
務
所

　
TEL
０
１
５
３
─
72
─
０
１
２
０

　

�

Ｅ
メ
ー
ル　

hq1-obihiro@
pco.m

od.go.jp

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

�http://w
w
w
.m
od.go.jp/

pco/obihiro/

第
12
回
釧
根
脳
外
傷
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
講
習
会

　
釧
根
脳
外
傷
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
講
習
会
実
行
委
員
会
で
は
、

高
次
脳
機
能
障
が
い
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
る
た
め
の
講
演
会
を
開

催
し
ま
す
。
参
加
料
は
無
料
で
す

が
、
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で

す
の
で
、
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方

は
左
記
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

■
日
時

　
12
月
１
日
㈯

　

�

午
後
１
時
30
分
か
ら
午
後
４
時

（
予
定
）

■�

場
所

　
釧
路
労
災
病
院
（
3
階
講
堂
）

■
対
象
者

　

�

脳
外
傷
に
関
心
の
あ
る
す
べ
て

の
方

■
内
容

　
講�

演
①

　

�「
高
次
脳
機
能
障
害
者
支
援
の

取
り
組
み
」

■
場
所

　

�

別
海
町
役
場
１
０
３・
１
０
４

会
議
室

■
対
応
者

　

�

根
室
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
所

属
の
人
権
擁
護
委
員

■
問
合
せ

　

�

根
室
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

（
釧
路
地
方
法
務
局
根
室
支
局
内
）

　
ＴＥＬ
０
１
５
３
―
23
―
４
８
７
４

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」強
化
週
間

　
法
務
局
で
は
、
女
性
を
巡
る
さ

ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
の
解
決
を
図

り
人
権
相
談
活
動
を
強
化
す
る
た

め
、
11
月
12
日
㈪
か
ら
18
日
㈰
ま

で
を
全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ

ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間
と
し

て
、
専
用
相
談
電
話
の
受
付
時
間

を
延
長
し
ま
す
。

■「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

　
ＴＥＬ
０
５
７
０
―
０
７
０
―
８
１
０

■
実
施
期
間

　
11
月
12
日
㈪
か
ら
18
日
㈰

　
月
か
ら
金
曜
日

　
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
７
時

　
土
、
日
曜
日

　
午
前
10
時
か
ら
午
後
５
時

■
相
談
担
当
者

　

�

釧
路
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
所

属
の
人
権
擁
護
委
員

募集種目 陸上、海上、航空
自衛官候補生

陸上自衛隊高等工科学校
推薦採用 一般採用

試験会場 釧路駐屯地
美幌駐屯地 帯広駐屯地

陸上自衛隊
高等工科学校

（神奈川県横須賀市）

帯広、釧路、
北見、美幌、
根室、中標津

試 験 日 11月17日㈯ 11月18日㈰
平成31年

１月４日～９日の間の
いずれかの１日

平成31年
１月19日㈯

受付締切 11月13日㈫ 11月30日㈮ 平成31年
１月７日㈪



●
別
海
町
役
場　
◆
開
庁
時
間　
⃝
本
所・各
支
所  

午
前
８
時
45
分
か
ら
午
後
５
時
30
分　
⃝
各
連
絡
事
務
所  

午
前
９
時
か
ら
午
後
３
時　
◆
閉
庁
日　
土
曜
日
、日
曜
日
、国
民
の
祝
日
、年
末
年
始 （
12
月
30
日
か
ら
翌
年
１
月
５
日
ま
で
）
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募
集
し
て
い
ま
す
。

■
学
科
・
募
集
人
数

　
電
気
設
備
技
術
科　
　
20
名

　
ビ
ジ
ネ
ス
ワ
ー
ク
科　
15
名

■
対
象

　

�

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
の
登
録

を
し
て
い
る
方

■
見
学
会

　
11
月
16
日
㈮
、
11
月
22
日
㈭

■
選
考
日

　
12
月
６
日
㈭

■
訓
練
期
間

　

�

平
成
31
年
１
月
４
日
㈮
か
ら

　
６
月
28
日
㈮

■
費
用　
教
科
書
代

　
２
０
，０
０
０
円
程
度

■
申
込
受
付
期
間

　
11
月
２
日
㈮
か
ら
30
日
㈮

■
申
込
み

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
釧
路

　
ＴＥＬ
０
１
５
４
─
41
─
１
２
０
１

■
問
合
せ

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
釧
路

　
ＴＥＬ
０
１
５
４
─
57
─
５
９
３
８

11
月
は
、「
労
働
保
険
適

用
促
進
強
化
期
間
」
で
す

　
事
業
主
の
皆
さ
ん
、
労
働
保
険

の
加
入
は
お
済
み
で
す
か
。

　
労
働
保
険
と
は
、
労
災
保
険
と

雇
用
保
険
の
総
称
で
、
労
働
者
の

生
活
の
安
定
、
福
祉
の
増
進
等
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
、
国
が
直
接

　
一
般
選
考　
12
月
14
日
㈮

■
問
合
せ

　

�

北
海
道
立
釧
路
高
等
技
術
専
門

学
院

　
ＴＥＬ
０
１
５
４
─
57
─
８
０
１
１

　
FAX
０
１
５
４
─
57
─
８
０
１
３

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

�h
ttp

://w
w
w
.p
re
f.

hokkaido.lg.jp/kz/kss

技
能
の
ご
相
談
は
技
能
士
へ

　
「
技
能
士
」
と
は
、
厚
生
労
働

省
が
行
う
技
能
の
国
家
検
定
試
験

に
合
格
し
た
、
優
れ
た
技
能
者
に

与
え
ら
れ
る
称
号
で
す
。

　
11
月
は
、
国
が
定
め
た
職
業
能

力
開
発
促
進
月
間
で
あ
り
、
11
月

10
日
を
「
技
能
の
日
」
と
定
め
、

技
能
尊
重
機
運
の
醸
成
を
図
っ
て

い
ま
す
。

　
確
か
な
技
術
と
知
識
を
持
つ
技

能
士
の
活
用
で
、
安
心
、
安
全
、

信
頼
で
き
る
工
事
に
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ

　
別
海
町
技
能
士
会

　
ＴＥＬ
０
１
５
３
─
75
─
２
８
４
４

職
業
訓
練
受
講
生
募
集

　
北
海
道
職
業
能
力
開
発
促
進
セ

ン
タ
ー
釧
路
訓
練
セ
ン
タ
ー
（
ポ

リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
釧
路
）
で
は
、

１
月
か
ら
の
職
業
訓
練
受
講
生
を

■
選
考
日

　
12
月
３
日
㈪

■�

問
合
せ

　

�

国
立
北
海
道
障
害
者
職
業
能
力

開
発
校

　
〒
０
７
３
─
０
１
１
５

　
砂
川
市
焼
山
60
番
地

　
ＴＥＬ
０
１
２
５
─
52
─
２
７
７
４

　
FAX
０
１
２
５
─
52
─
９
１
７
７

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
根
室　

　
ＴＥＬ
０
１
５
３
─
23
─
２
１
６
１

北
海
道
立
釧
路
高
等
技
術

専
門
学
院 

訓
練
生
募
集

　
北
海
道
立
釧
路
高
等
技
術
専
門

学
院
で
は
、
訓
練
生
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
下
記
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
学
課
・
募
集
人
数

　
電
気
工
学
科　
　
20
名

　
建
築
技
術
科　
　
10
名

　
自
動
車
整
備
科　
20
名

■
就
学
期
間　
2
年
間

■
入
校
経
費
等

　

�

入
学
料
、
授
業
料
、
教
科
書
・

工
具
代
な
ど

■
出
願
期
間

　
推
薦
選
考

　
11
月
１
日
㈭
か
ら
20
日
㈫

　
一
般
選
考

　
11
月
21
日
㈬
か
ら
12
月
10
日
㈪

■
試
験
日

　
推
薦
選
考　
11
月
22
日
㈭

　
釧
路
地
方
法
務
局
職
員

■
主
催

　
法
務
省
人
権
擁
護
局

　
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

■
実
施
機
関

　
釧
路
地
方
法
務
局

　
釧
路
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

11
月
30
日
は
「
年
金
の
日
」

　
厚
生
労
働
省
で
は
、
「
国
民
の

お
一
人
お
ひ
と
り
に
、
『
ね
ん
き

ん
ネ
ッ
ト
』
等
を
活
用
し
な
が

ら
、
高
齢
期
の
生
活
設
計
に
思
い

を
巡
ら
し
て
い
た
だ
く
日
」
と
し

て
、
11（
い
い
）月
30（
み
ら
い
）日

を
「
年
金
の
日
」
と
し
ま
し
た
。

　
こ
の
機
会
に
、「
ね
ん
き
ん
定

期
便
」
や
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」

で
ご
自
身
の
年
金
記
録
と
年
金
受

給
見
込
額
を
確
認
し
、
未
来
の
生

活
設
計
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
。

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
を
ご
利
用

い
た
だ
く
と
、
い
つ
で
も
ご
自
身

の
年
金
記
録
を
確
認
で
き
る
他
、

将
来
の
年
金
受
給
見
込
額
に
つ
い

て
、
ご
自
身
の
年
金
記
録
を
基
に

様
々
な
パ
タ
ー
ン
の
試
算
を
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
に
つ
い
て

は
、
日
本
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
ご
確
認
い
た
だ
く
か
、
釧

路
年
金
事
務
所
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■�

問
合
せ

　
日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

�https://w
w
w
.nenkin.

go.jp/index.htm
l

　

�

釧
路
年
金
事
務
所�

お
客
様
相

談
室

　
ＴＥＬ
０
１
５
４
─
61
─
６
０
０
０

　
ＴＥＬ
０
１
５
４
─
61
─
６
０
０
１

国
立
北
海
道
障
害
者
職
業

能
力
開
発
校

平
成
31
年
度
入
校
生
募
集

　
国
立
北
海
道
障
害
者
職
業
能
力

開
発
校
で
は
、
求
職
中
の
障
が
い

者
の
入
校
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
下
記
問
合
せ
先
か
、

最
寄
り
の
公
共
職
業
安
定
所
（
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
）
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
訓
練
期
間

　
１
年
ま
た
は
２
年

■�

願
書
受
付
期
間

　
11
月
1
日
㈭
か
ら
20
日
㈫



お
知
ら
せ
伝
言
板　

  

●
別
海
町
役
場
☎
75
─２
１
１
１
●
西
春
別
支
所
☎
77
─２
１
３
１
●
尾
岱
沼
支
所
☎（
０
１
５
３
）86
─２
１
６
６
●
上
風
連
連
絡
事
務
所
☎
75
─７
３
２
６
●
上
春
別
連
絡
事
務
所
☎
75
─６
０
１
１
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管
理
運
営
し
て
い
る
保
険
で
す
。

農
林
水
産
業
の
一
部
を
除
き
、
労

働
者
を
一
人
で
も
雇
用
す
る
事
業

に
つ
い
て
は
、
法
人
、
個
人
を
問

わ
ず
加
入
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
労
働
者
が
安
心
し
て
働
け
る
職

場
と
な
る
よ
う
、
ま
だ
労
働
保
険

に
加
入
し
て
い
な
い
事
業
主
の
方

は
、
速
や
か
に
最
寄
り
の
労
働
基

準
監
督
署
ま
た
は
公
共
職
業
安
定

所
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

　

�

厚
生
労
働
省
北
海
道
労
働
局
総

務
部
労
働
保
険
徴
収
課

　
ＴＥＬ  
０
１
１
─
７
０
９
─
２
３
１
１

　
釧
路
労
働
基
準
監
督
署

　
ＴＥＬ  
０
１
５
４
─
42
─
９
７
１
１

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
根
室　

　
ＴＥＬ  
０
１
５
３
─
23
─
２
１
６
１

「
北
海
道
働
き
方
改
革
推

進
支
援
・
賃
金
相
談
セ
ン

タ
ー
」
開
設

　

北
海
道
働
き
方
改
革
推
進
支

援
・
賃
金
相
談
セ
ン
タ
ー
が
本
年

4
月
に
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
社
会

保
険
労
務
士
な
ど
の
労
務
管
理
・

企
業
経
営
の
専
門
家
が
、
無
料
で

雇
用
管
理
の
改
善
や
就
業
規
則
の

見
直
し
な
ど
技
術
的
な
助
言
や
提

案
を
行
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

　

�

北
海
道
働
き
方
改
革
推
進
支

援
・
賃
金
相
談
セ
ン
タ
ー

　
ＴＥＬ  
０
８
０
０
─
９
１
９
─
１
０
７
３

　
FAX��
０
１
１
─
２
１
８
─
１
５
２
５

　
Ｅ
メ
ー
ル

　
hokkaidou-hatarakikata

　
@
lec-jp.com

　
受
付
時
間

　
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

　
（
土
、
日
、
祝
日
を
除
く
）

︻
延
期
開
催
︼第
７
回
中
標
津

フ
ォ
ー
ラ
ム「
人
生
の
ど
こ

か
で
出
会
う
病
」

　
９
月
９
日
に
開
催
を
予
定
し
て

い
た
標
記
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
つ
い
て
、

地
震
の
影
響
に
よ
り
左
記
の
と
お

り
延
期
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

■
日
時

　
11
月
18
日
㈰

　
午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時

■�

場
所

　

�

中
標
津
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

プ
ラ
ッ
ト　
２
階
会
議
室

　

�

中
標
津
町
西
10
条
南
９
丁
目
１

番
地
４

■�

主
催

　

�

中
標
津
保
健
所
管
内
精
神
障
害

者
を
支
え
る
会（
あ
す
な
ろ
会
）

■
共
催

　
北
海
道
中
標
津
保
健
所

■
内
容

　

�

統
合
失
調
症
の
理
解
と
支
援
に

つ
い
て
考
え
る
。

　
⑴
講
演　
午
前
10
時
か
ら
正
午

　

�「
人
生
の
ど
こ
か
で
出
会
う
病

～
子
ど
も
の
ス
ト
レ
ス
・
大
人

の
ス
ト
レ
ス
～
」

　
講
師　

�

帯
広
畜
産
大
学
心
理
学

博
士�

渡
邊�

芳
之�

教
授

　
⑵
懇
談
会

　
午
後
１
時
か
ら
午
後
４
時

　
※�

講
演
か
懇
談
会
の
ど
ち
ら
か

の
み
の
参
加
も
で
き
ま
す
。

　わたくしたちは、明るい希望の朝日をオ
ホーツクの海に迎え、美しく映える感謝の
夕日を西別川の清流にひろがる広野におく
る、自然のめぐみ豊かで、ますます開けゆ
く別海町の町民です。
　わたくしたちは、開拓の精神を受け継ぎ、
強く逞しく前進する町を築くことを誇りと
し、この憲章を高くかかげてその実践につ
とめます。
　一 　元気で働き、生産を高め豊かな町を
つくりましょう。

　一 　みんな仲よく助けあい、あたたかい
町をつくりましょう。

　一 　きまりを守り、住みよい明るい町を
つくりましょう。

　一 　子供に夢と希望を与え、平和な町を
つくりましょう。

　一 　教養を高め、美しい文化の町をつく
りましょう。

別海町民憲章

月刊誌として発行してきました「酪農ジャーナル」が、電子版「酪農PLUS⁺」としてリニューアルしました。
乳牛飼養管理の基本や現場で役立つロープワーク動画など酪農経営にプラスになる情報のほか牛乳を使ったレシピ
動画などを配信しています。登録不要でどなたでも無料でご利用いただけますので、ぜひご覧ください。

■�

対
象

　

�

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

（
参
加
費
無
料
）

■�

申
込
締
切

　
11
月
15
日
㈭

　

�

電
話
も
し
く
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
氏
名

と
電
話
番
号
記
載
）
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

■�

申
込
先

　

�

北
海
道
中
標
津
保
健
所
健
康
推

進
課　
和
田

　
ＴＥＬ  
０
１
５
３
─
72
─
２
１
６
８

　
FAX��
０
１
５
３
─
72
─
６
８
９
４

■�

そ
の
他

　

�

ご
希
望
の
方
に
は
５
５
０
円
で

昼
食
の
お
弁
当
を
用
意
で
き
ま

す
の
で
、
申
し
込
み
の
際
に
お

伝
え
く
だ
さ
い
。



●
別
海
町
役
場　
◆
開
庁
時
間　
⃝
本
所・各
支
所  

午
前
８
時
45
分
か
ら
午
後
５
時
30
分　
⃝
各
連
絡
事
務
所  

午
前
９
時
か
ら
午
後
３
時　
◆
閉
庁
日　
土
曜
日
、日
曜
日
、国
民
の
祝
日
、年
末
年
始 （
12
月
30
日
か
ら
翌
年
１
月
５
日
ま
で
）
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平成
30年度

１１月 会場：中央公民館

１１月 会場：中央公民館

１2月 会場：中央公民館

別海町

祭祭祭第59回

術術術術術術術術術術術術術術術術術術術術術術術術術術術術術術術術術術
文化文化文化文化文化文化文化文化文化文化文化文化文化文化文化文化文化文化文化文化文化文化文化文化文化
術術芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸術芸術芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸術芸術芸

◆園児・児童生徒作品展及びふれあい作品展
　とき　11月７日㈬～11日㈰
　時間　午前９時～午後７時
　　　　※11月11日㈰は午後３時まで

◆第42回少年将棋大会
　とき　11月10日㈯　　時間　午前10時～
◆一般囲碁大会・一般将棋大会
　とき　11月11日㈰　　時間　午前10時～
◆お　茶　会
　とき　11月４日㈰
　時間　午前10時～午後３時（雲心会）
　とき　11月24日㈯
　時間　午前10時～午後３時（なつめ会）

◆郷土芸能の集い
　とき　12月２日㈰
　時間　午前10時～
◆書　道　展
　とき　12月７日㈮～９日㈰
　時間　午前９時～午後５時 ※12月９日㈰は午後４時まで

◆芸能発表会
　とき　11月18日㈰
　時間　午前10時～
◆地域選抜作品展
　とき　11月22日㈭～24日㈯
　時間　午前９時～午後５時 ※11月24日㈯は午後４時まで

百花繚乱～芸術と文化の華が舞う～

■問合せ／中央公民館　TEL75-2146

　工事期間中は片側交互通行（夜間開放）
の交通規制を行うため、自衛隊車両が別経
路で移動する場合があります。
　工事実施時期に付近を通行の際はご注意
ください。
■工事期間　４月から11月
　　　　　　︵平成36年全線完了予定︶
■問合せ
　別海町役場建設水道部事業課建設担当
　TEL 75-2111（内線3211・3215）
　別海町役場総務部総合政策課
　まちづくり推進担当
　TEL 75-2111（内線2211）

町道中西別上風連線に係る
道路工事のお知らせ

中西別
小学校

一般
道
道
上
風
連
中
西
別
線

町
道
中
西
別
上
風
連
線

至 別海市街→

ヤウシュベツ川
山下橋

←
釧路市

矢臼別演習場

中西別市街

西矢臼別橋

中之川橋

国道243号

〶
至 西春別方面

本年度工事区間
次年度以降工事区間
迂回路区間（予定）

国道
一般道道

工事完了区間

　　　野付半島ネイチャークラブ事務局
　　　　（別海町野付半島ネイチャーセンター内）
TEL 0153－82－1270　FAX 0153－82－1296

日時

会場

第１部　語りの部

第2部　音楽の部

問合せ

ラムサール条約湿地登録13周年記念行事

参加費
200円

講師 涌坂　周一 氏（羅臼町郷土資料館　前館長）

12：10から
講演「イオマンテの源流 トビニタイ文化に
      潜在するアイヌ文化の世界観」

14：30から

発表者 野付小学校児童
13：50から
「のつけ学」発表

正午から午後３時50分
別海町野付半島ネイチャーセンター
２階ギャラリー

会場内に野付中学校３年生による12年間の野付学ポスター展示
をしています。

ニナ・マルカ ケーナの調べ＆トークショー
野付半島ネイチャークラブ、㈱別海町観光開発公社、
野付半島ネイチャーセンター

主催

11月18日㈰




